
(57)【要約】

【課題】超音波振動子の適切な回転制御により操作性を

向上することができ、診断時間を短縮できる超音波プロ

ーブを提供することを目的とする。

【解決手段】超音波振動子４５゜ステップ正転スイッチ

ＳＷ３又は４５゜ステップ逆転スイッチＳＷ４のいずれ

か一方が押下されると、角度信号処理回路２４から出力

された角度信号に基づき、現在の回転位置から直近の基

本断面位置まで超音波振動子部１１の走査領域が回転す

るように、モータ制御回路２３により回転駆動モータ２

２が制御される。例えば超音波振動子部１１の走査領域

の現在の回転位置が４５゜の角度上にあるとき、ＳＷ３

が押下されると、直近の基本断面位置、すなわちこの場

合は９０゜の位置まで走査領域は回転駆動される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
超 音 波 の 走 査 領 域 が 回 転 可 能 な 走 査 手 段 と 、 前 記 走 査 手 段 の 走 査 領 域 の 現 在 の 回 転 位 置 か
ら 、 互 い に ４ ５ ° 及 び １ ３ ５ ° の 角 度 を な す 被 検 体 の 複 数 の 基 本 断 面 の う ち 所 定 の 基 本 断
面 位 置 ま で 前 記 走 査 領 域 が 回 転 す る よ う に 、 前 記 走 査 手 段 を 制 御 す る 回 転 制 御 手 段 と を 含
む 心 臓 診 断 用 超 音 波 プ ロ ー ブ と 、
　 前 記 回 転 制 御 手 段 を 操 作 す る た め の 操 作 手 段 と 、 を 具 備 し 、
　 前 記 操 作 手 段 の 所 定 の 操 作 に よ っ て 、 前 記 回 転 制 御 手 段 が 、 前 記 複 数 の 基 本 断 面 位 置 の
う ち 、 所 定 の 基 本 断 面 位 置 ま で 前 記 走 査 手 段 を 回 転 さ せ る こ と が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 回 転 制 御 手 段 に よ る 回 転 制 御 が 繰 り 返 さ れ る こ と に よ り 、 前 記 走 査 手 段 の 走 査 領 域 が
ス テ ッ プ 回 転 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
外 部 機 器 か ら の 外 部 同 期 信 号 を 入 力 す る 入 力 手 段 を さ ら に 具 備 し 、 前 記 回 転 制 御 手 段 に よ
る 回 転 制 御 が 、 前 記 入 力 手 段 に よ り 入 力 し た 外 部 同 期 信 号 に 同 期 し て 繰 り 返 さ れ る こ と に
よ り 、 前 記 走 査 手 段 の 走 査 領 域 が ス テ ッ プ 回 転 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記
載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 走 査 手 段 に よ る 走 査 領 域 の 開 始 位 置 を 設 定 す る 設 定 手 段 を さ ら に 具 備 し 、
　 前 記 回 転 制 御 手 段 は 、 前 記 設 定 手 段 に よ り 設 定 さ れ た 開 始 位 置 を 起 点 と し て 前 記 走 査 領
域 が 定 角 度 だ け 回 転 す る よ う に 前 記 走 査 領 域 の 回 転 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 回 転 制 御 手 段 に よ る 回 転 制 御 が 繰 り 返 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 超 音
波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 心 臓 診 断 用 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、
　 被 検 体 の 複 数 の 基 本 断 面 に 応 じ た 位 置 に 複 数 の 凹 部 が 設 け ら れ 、 前 記 走 査 手 段 と 一 体 で
回 転 可 能 な 如 く 当 該 走 査 手 段 を 保 持 す る 保 持 手 段 と 、
　 前 記 保 持 手 段 の 凹 部 に 嵌 合 す る 凸 部 を 有 す る 弾 性 部 材 と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 体 腔 内 に 挿 入 し て 使 用 さ れ 、 多 数 の 断 層 面 に つ い て の 断 層 像 を 観 察 可 能 な 超
音 波 プ ロ ー ブ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 技 術 と し て 、 プ ロ ー ブ 自 体 を 回 転 さ せ る こ と な く 多 数 の 断 層 面 に 関 す る 超 音 波 断 層
像 を 容 易 に 観 察 可 能 な マ ル チ プ レ ー ン 超 音 波 プ ロ ー ブ が 知 ら れ て い る 。 マ ル チ プ レ ー ン 超
音 波 プ ロ ー ブ は 、 超 音 波 の 走 査 領 域 （ 例 え ば セ ク タ 状 の 平 面 ） を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、
複 数 の 基 本 断 面 （ 後 述 す る ） を 含 む 任 意 の 断 層 面 を 超 音 波 走 査 し 、 こ れ に よ り 多 数 の 超 音
波 断 層 像 を 収 集 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 一 次 元 方 向 に 配 列 さ れ て な る 振 動 子 列 に よ り 、 超 音 波 を 走 査 す る
手 段 が 構 成 さ れ て い る 場 合 、 上 記 超 音 波 の 走 査 領 域 の 回 転 は 、 振 動 子 列 を 物 理 的 に 回 転 さ
せ る こ と に よ り 実 現 さ れ る 。 ま た 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 二 次 元 平 面 上 に 配 列 さ れ て な る
超 音 波 振 動 子 ア レ イ に よ り 上 記 超 音 波 を 走 査 す る 手 段 が 構 成 さ れ て い る 場 合 、 同 様 に 上 記
走 査 領 域 の 回 転 は 、 個 々 の 超 音 波 振 動 子 を 電 気 的 に 切 り 換 え て 駆 動 す る こ と に よ り 実 現 さ
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れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な マ ル チ プ レ ー ン 超 音 波 プ ロ ー ブ の 一 例 と し て 、 被 検 体 に 経 口 的 に 挿 入 さ れ 、
食 道 お よ び 胃 を 含 む 上 部 消 化 管 か ら 心 臓 を 観 察 す る マ ル チ プ レ ー ン Ｔ Ｅ Ｅ 超 音 波 プ ロ ー ブ
（ Ｔ Ｅ Ｅ ： Transesophageal Echocardiography） が あ る 。 マ ル チ プ レ ー ン Ｔ Ｅ Ｅ 超 音 波 プ
ロ ー ブ は 、 体 腔 内 部 か ら 診 断 部 位 の 画 像 を 観 察 可 能 で あ る た め 、 肋 間 の 影 響 あ る い は 皮 下
脂 肪 に よ る 超 音 波 減 衰 の 影 響 を 受 け る こ と が な く 、 鮮 明 な 画 像 が 得 ら れ る と と も に 、 体 腔
内 の 任 意 方 向 か ら 見 た 断 層 面 を 観 察 又 は 記 録 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 し た よ う な マ ル チ プ レ ー ン Ｔ Ｅ Ｅ 超 音 波 プ ロ ー ブ の な か に は 、 プ ロ ー ブ
基 端 部 内 も し く は 内 視 鏡 操 作 部 内 等 に 設 け ら れ た モ ー タ に よ り 超 音 波 振 動 子 部 を 電 動 に よ
り 回 転 駆 動 す る も の が あ る 。 図 ８ は こ の よ う な 電 動 駆 動 タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 一 例 を
示 す 図 で あ る 。 図 ８ に お い て ９ ０ は プ ロ ー ブ 先 端 部 、 ９ １ は プ ロ ー ブ 導 中 部 、 ９ ２ は プ ロ
ー ブ 基 端 部 で あ る 。 プ ロ ー ブ 基 端 部 ９ ２ は 、 モ ー タ を 内 蔵 し 、 こ の モ ー タ の 回 転 方 向 を 制
御 す る た め の ス イ ッ チ ９ ３ お よ び ９ ４ を 有 し て い る 。 こ れ ら の ス イ ッ チ ９ ３ ま た は ９ ４ の
何 れ か 一 方 を 押 す こ と に よ り 、 図 ９ に 示 す よ う に 超 音 波 振 動 子 部 ９ ０ が 矢 印 Ａ 方 向 又 は Ｂ
方 向 に 逆 転 又 は 正 転 す る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 超 音 波 振 動 子 部 の 回 転 駆 動 方 式 と し て は 、 内 視 鏡 操 作 部 内 の プ ー リ と 内 視 鏡
先 端 部 内 の プ ー リ と を ワ イ ヤ に よ っ て 接 続 し 、 操 作 部 の ツ マ ミ を 回 転 さ せ る こ と に よ り ワ
イ ヤ を 引 っ 張 る こ と に よ り 超 音 波 振 動 子 を 回 転 さ せ る ワ イ ヤ 駆 動 方 式 （ 例 え ば 、 特 許 文 献
１ 参 照 ） 、 プ ロ ー ブ の 軸 方 向 に 沿 っ て 、 配 設 さ れ た シ ャ フ ト の 回 転 を ウ ォ ー ム ギ ア を 介 し
て 振 動 子 側 の プ ー リ に 伝 達 し 、 超 音 波 振 動 子 を 回 転 さ せ る シ ャ フ ト 駆 動 方 式 （ 例 え ば 、 特
許 文 献 ２ 参 照 ） が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 超 音 波 振 動 子 を 手 動 に よ り 回 転 さ せ る 機 構 を 有 し 、 こ れ に よ り 所 要 断 面 に 関 す る
断 層 像 を 収 集 す る も の も あ る 。 こ れ は 操 作 部 に 設 け ら れ た ツ マ ミ 等 を 手 動 で 回 転 す る こ と
に よ り 、 ワ イ ヤ 等 の 駆 動 力 伝 達 手 段 を 介 し て 先 端 部 の 超 音 波 振 動 子 を 正 転 又 は 逆 転 さ せ る
も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ４ ， ５ ４ ３ ， ９ ６ ０ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 欧 州 特 許 公 開 第 ５ ０ ９ ， ２ ９ ６ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 述 し た よ う な 超 音 波 振 動 子 の 電 動 ま た は 手 動 に よ る 回 転 機 構 を 有 す る 従 来 の 超 音 波 プ
ロ ー ブ に は 次 の よ う な 問 題 点 が あ る 。 す な わ ち 、 被 検 体 の 所 要 の 断 面 を 得 る た め に 、 超 音
波 振 動 子 の 正 転 又 は 逆 転 を 何 度 も 繰 り 返 し て 所 定 の 角 度 に 合 わ せ 込 む 必 要 が あ り 、 こ れ に
よ り 極 め て 操 作 性 が 悪 い と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 例 え ば 、 上 記 電 動 回 転 機 構 に お い て は 、 ス イ ッ チ を 指 で 押 し て い る 期 間 は 回 転 が 継 続 し
、 ス イ ッ チ か ら 指 を 離 す こ と に よ り 回 転 が 停 止 す る 操 作 仕 様 と な っ て い る 。 こ の よ う な 操
作 仕 様 に よ れ ば 、 所 要 の 断 面 位 置 に お い て 回 転 を 停 止 さ せ る た め に は 微 調 整 を 要 し 、 こ の
た め 操 作 性 が 悪 い と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し た が っ て 本 発 明 は 、 超 音 波 振 動 子 の 適 切 な 回 転 制 御 に よ り 操 作 性 を 向 上 す る こ と が で
き 、 診 断 時 間 を 短 縮 で き る 超 音 波 プ ロ ー ブ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 し 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 以 下 の 手 段 を 用 い て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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（ １ ） 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 超 音 波 の 走 査 領 域 が 回 転 可 能 な 走 査 手 段 と 、 前 記 走 査
手 段 の 走 査 領 域 の 現 在 の 回 転 位 置 か ら 、 互 い に ４ ５ ° 及 び １ ３ ５ ° の 角 度 を な す 被 検 体 の
複 数 の 基 本 断 面 の う ち 所 定 の 基 本 断 面 位 置 ま で 前 記 走 査 領 域 が 回 転 す る よ う に 、 前 記 走 査
手 段 を 制 御 す る 回 転 制 御 手 段 と を 含 む 心 臓 診 断 用 超 音 波 プ ロ ー ブ と 、 前 記 回 転 制 御 手 段 を
操 作 す る た め の 操 作 手 段 と 、 を 具 備 し 、 前 記 操 作 手 段 の 所 定 の 操 作 に よ っ て 、 前 記 回 転 制
御 手 段 が 、 前 記 複 数 の 基 本 断 面 位 置 の う ち 、 所 定 の 基 本 断 面 位 置 ま で 前 記 走 査 手 段 を 回 転
さ せ る こ と が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ ２ ） 本 発 明 の 心 臓 診 断 用 経 食 道 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 上 記 （ １ ） に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置
で あ っ て 、 か つ 前 記 回 転 制 御 手 段 に よ る 回 転 制 御 が 繰 り 返 さ れ る こ と に よ り 、 前 記 走 査 手
段 の 走 査 領 域 が ス テ ッ プ 回 転 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ ３ ） 本 発 明 の 心 臓 診 断 用 経 食 道 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 上 記 （ １ ） 又 は （ ２ ） に 記 載 の 超 音
波 診 断 装 置 で あ っ て 、 か つ 外 部 機 器 か ら の 外 部 同 期 信 号 を 入 力 す る 入 力 手 段 を さ ら に 具 備
し 、 前 記 回 転 制 御 手 段 に よ る 回 転 制 御 が 、 前 記 入 力 手 段 に よ り 入 力 し た 外 部 同 期 信 号 に 同
期 し て 繰 り 返 さ れ る こ と に よ り 、 前 記 走 査 手 段 の 走 査 領 域 が ス テ ッ プ 回 転 す る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ ４ ） 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 記 （ １ ） に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 で あ っ て 、 前 記 走
査 手 段 に よ る 走 査 領 域 の 開 始 位 置 を 設 定 す る 設 定 手 段 を さ ら に 具 備 し 、 前 記 回 転 制 御 手 段
は 、 前 記 設 定 手 段 に よ り 設 定 さ れ た 開 始 位 置 を 起 点 と し て 前 記 走 査 領 域 が 定 角 度 だ け 回 転
す る よ う に 前 記 走 査 領 域 の 回 転 を 制 御 す る 回 転 制 御 手 段 と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ ５ ） 本 発 明 の 心 臓 診 断 用 経 食 道 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 上 記 （ ４ ） に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置
で あ っ て 、 か つ 前 記 回 転 制 御 手 段 に よ る 回 転 制 御 が 繰 り 返 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ ６ ） 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 記 （ １ ） 乃 至 （ ５ ） の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断
装 置 で あ っ て 、 前 記 心 臓 診 断 用 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 超 音 波 の 走 査 領 域 が 回 転 可 能 な 走 査 手
段 と 、 被 検 体 の 複 数 の 基 本 断 面 に 応 じ た 位 置 に 複 数 の 凹 部 が 設 け ら れ 、 前 記 走 査 手 段 と 一
体 で 回 転 可 能 な 如 く 当 該 走 査 手 段 を 保 持 す る 保 持 手 段 と 、 前 記 保 持 手 段 の 凹 部 に 嵌 合 す る
凸 部 を 有 す る 弾 性 部 材 と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 超 音 波 振 動 子 の 適 切 な 回 転 制 御 に よ り 操 作 性 を 向 上 す る こ と が で き 、
診 断 時 間 を 短 縮 で き る 超 音 波 プ ロ ー ブ を 提 供 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ 第 １ 実 施 形 態 ） 図 １ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ が 取 り 付 け ら れ た
超 音 波 診 断 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 本 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 経
口 的 に 食 道 に 挿 入 さ れ 、 診 断 対 象 と し て 例 え ば 心 臓 の 複 数 の 超 音 波 断 層 像 を 収 集 す る た め
の マ ル チ プ レ ー ン 経 食 道 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ る 。 な お 、 こ こ で い う 診 断 は 、 一 般 に 超 音 波
心 臓 診 断 あ る い は 心 臓 エ コ ー 診 断 (echocardiography)な ど と 称 さ れ る 診 断 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に 示 さ れ る 超 音 波 診 断 シ ス テ ム は 、 先 端 部 １ と 基 端 部 ２ と が 導 中 部 （ 不 図 示 ） を 介
し て 接 続 さ れ て な る 超 音 波 プ ロ ー ブ と 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ３ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る
。 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ３ は 電 源 ３ １ を 有 し 、 こ の 電 源 ３ １ か ら の 電 力 は 超 音 波 プ ロ ー ブ の
先 端 部 １ と 基 端 部 ２ の 両 者 に 供 給 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 先 端 部 １ に は 、 超 音 波 振 動 子 部 １ １ と 角 度 検 出 器 １ ２ と が 設 け ら れ る 。 超 音 波 振 動 子 部
１ １ は 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 一 次 元 方 向 に 配 列 さ れ た 振 動 子 列 を 構 成 し 、 例 え ば セ ク タ
電 子 走 査 に よ り 一 の 深 さ 方 向 に 関 す る 走 査 領 域 を 走 査 可 能 で あ る 。 ま た 、 こ の 超 音 波 振 動
子 部 １ １ は 、 基 端 部 ２ の 回 転 駆 動 モ ー タ ２ ２ か ら 図 示 し な い ワ イ ヤ を 介 し て 伝 達 さ れ た 回
転 力 に よ り 振 動 子 列 の 中 央 部 を 中 心 と し て 回 転 可 能 な 如 く 取 り 付 け ら れ て お り 、 こ れ に よ
り 上 記 走 査 領 域 を 回 転 可 能 な 如 く 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 角 度 検 出 器 １ ２ は 、 Ｍ Ｒ 素 子 （ 磁 気 抵 抗 効 果 素 子 ） 等 の 磁 気 エ ン コ ー ダ 又 は 抵 抗 値 の 変
化 を 検 出 す る ポ テ ン シ ョ メ ー タ 若 し く は ボ リ ュ ー ム 又 は 光 電 セ ン サ ー 等 の 光 エ ン コ ー ダ か
ら な り 、 超 音 波 振 動 子 部 １ １ の 振 動 子 列 の 回 転 角 度 を 検 出 し て 角 度 信 号 を 出 力 す る 。 出 力
さ れ た 角 度 信 号 は 基 端 部 ２ の 角 度 信 号 処 理 回 路 ２ ４ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 基 端 部 ２ は 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ ～ Ｓ Ｗ ４ か ら な る 操 作 部 ２ １ 、 回 転 駆 動 モ ー タ ２ ２ 、 モ ー
タ 制 御 回 路 ２ ３ 、 角 度 信 号 処 理 回 路 ２ ３ か ら 構 成 さ れ る 。 操 作 部 ２ １ は 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １
～ Ｓ Ｗ ４ が 操 作 者 に よ り 操 作 さ れ る と 、 こ れ に 応 じ た 操 作 指 令 を モ ー タ 制 御 回 路 ２ ３ に 出
力 す る 。 モ ー タ 制 御 回 路 ２ ３ は 、 操 作 部 ２ １ か ら 出 力 さ れ た 操 作 指 令 お よ び 角 度 信 号 処 理
回 路 ２ ４ か ら 出 力 さ れ た 角 度 信 号 に 基 づ き 、 所 定 の 制 御 方 式 に よ り 回 転 駆 動 モ ー タ ２ ２ の
回 転 を 制 御 す る 。 角 度 信 号 処 理 回 路 ２ ４ は 、 先 端 部 １ の 角 度 検 出 器 １ ２ か ら の 角 度 信 号 を
処 理 し 、 逐 次 、 モ ー タ ー 制 御 回 路 ２ ３ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 外 観 お よ び 一 部 断 面 内 部 を 示 す 図 で あ る 。 同 図
に 示 さ れ る よ う に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ は 先 端 部 １ と 基 端 部 ２ と が 湾 曲 自 在 な 導 中 部 ４ を 介 し
て 接 続 さ れ た 構 造 を 有 し て い る 。 導 中 部 ４ の 内 部 に は 先 端 部 １ へ の 電 源 供 給 あ る い は 種 々
の 信 号 伝 達 の た め の 複 数 の 電 気 ケ ー ブ ル お よ び 超 音 波 振 動 子 １ １ の 回 転 力 伝 達 の た め の ワ
イ ヤ ５ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 基 端 部 ２ の 一 部 断 面 内 部 に は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に ワ イ ヤ ５ を 介 し て 超 音 波 振 動 子 １
１ を 回 転 駆 動 す る た め の プ ー リ ー ６ 及 び 回 転 駆 動 モ ー タ ２ ２ が 配 置 さ れ る 。 ま た 基 端 部 ２
の 表 面 に は 、 操 作 部 ２ １ の ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ ～ Ｓ Ｗ ４ が 配 置 さ れ て お り 、 操 作 者 （ 不 図 示 ）
は 基 端 部 ３ を 手 で 保 持 し な が ら こ れ ら の ス イ ッ チ を 操 作 可 能 と な っ て い る 。 な お 図 ２ に お
い て は ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ ～ Ｓ Ｗ ４ は 押 し ボ タ ン 式 ス イ ッ チ と し て 示 さ れ て い る が 、 こ の 方 式
に 限 定 さ れ な い 。 ま た 操 作 部 ２ １ の ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ ～ Ｓ Ｗ ４ は 、 以 下 に 示 す 機 能 が 割 り 当
て ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 Ｓ Ｗ １ ： 超 音 波 振 動 子 正 転 用 ス イ ッ チ ；
　 Ｓ Ｗ ２ ： 超 音 波 振 動 子 逆 転 用 ス イ ッ チ ；
　 Ｓ Ｗ ３ ： 超 音 波 振 動 子 ４ ５ ゜ ス テ ッ プ 正 転 用 ス イ ッ チ ；
　 Ｓ Ｗ ４ ： 超 音 波 振 動 子 ４ ５ ゜ ス テ ッ プ 逆 転 用 ス イ ッ チ 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 と こ ろ で 、 マ ル チ プ レ ー ン 経 食 道 超 音 波 プ ロ ー ブ の 超 音 波 振 動 子 の 回 転 角 度 （ 超 音 波 振
動 子 角 度 ） は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 一 般 に 、 プ ロ ー ブ 導 中 部 ４ の 軸 心 に 直 交 す る 面 の 角 度
を ０ ° と し て 、 そ の 角 度 か ら 超 音 波 振 動 子 部 １ １ の 走 査 領 域 Ｓ （ 振 動 子 列 ） が 反 時 計 回 り
に 何 度 回 転 し た か を 示 す も の で あ る 。 な お 、 同 図 に お い て １ ２ は 角 度 検 出 器 を 示 し て い る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 超 音 波 プ ロ ー ブ が 食 道 に 挿 入 さ れ た 場 合 に お け る 超 音 波 振 動 子 角 度 ０ ° は 、 図 ４ に
示 す よ う に 、 導 中 部 （ 食 道 に ほ ぼ 平 行 ） ４ の 軸 心 に 対 し 垂 直 な 心 臓 Ｃ の 横 切 り 断 層 像 が 得
ら れ る 断 層 面 の 角 度 で あ る 。 こ こ で 、 超 音 波 振 動 子 部 １ １ の 走 査 領 域 Ｓ を 反 時 計 方 向 に 所
定 角 度 づ つ 順 次 回 転 さ せ て 得 ら れ る 複 数 の 断 層 面 Ｐ 、 す な わ ち 、 ０ ° ， ４ ５ ° ， ９ ０ ° ，
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１ ３ ５ ° の 断 層 面 Ｐ 0 ～ Ｐ 3 は 、 診 断 上 重 要 な 断 層 面 と さ れ て お り 、 診 断 中 に お い て 頻 繁
に 観 察 さ れ る 。 こ こ で は 上 記 複 数 の 断 層 面 を 基 本 断 （ 層 ） 面 と 称 す る 。 な お 図 ４ に お い て
、 Ｌ は 心 臓 Ｃ の 左 心 系 、 Ｒ は 心 臓 Ｃ の 右 心 系 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ０ ° ： 食 道 に 対 し 垂 直 な 心 臓 の 横 切 り 断 層 面 ；
　 ４ ５ ° ： 心 臓 の 短 軸 断 層 面 ；
　 ９ ０ ° ： 食 道 に 対 し 平 行 な 心 臓 の 縦 切 り 断 層 面 ；
　 １ ３ ５ ° ： 心 臓 の 長 軸 断 層 面 ；
　 １ ８ ０ ° ： 食 道 に 対 し 垂 直 な 心 臓 の 横 切 り 断 層 面 （ ０ ° 断 層 面 の 鏡 像 ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ れ ら 基 本 断 層 面 の 中 で も 、 ０ ° （ １ ８ ０ ゜ ） の 断 層 面 Ｐ 0 お よ び ９ ０ ° の 断 層 面 Ｐ 2 
は 、 Ｐ 0 が 公 知 の バ イ プ レ ー ン 経 食 道 超 音 波 プ ロ ー ブ に お け る 横 （ Transverse） 断 層 面 を
表 し 、 Ｐ 2 が 縦 （ Longitudinal） 断 層 面 を 表 す も の で あ り 特 に 重 要 で あ る と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て 本 実 施 形 態 に お い て は 、 超 音 波 振 動 子 ４ ５ ゜ ス テ ッ プ 正 転 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ３ 又 は ４
５ ゜ ス テ ッ プ 逆 転 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ４ の い ず れ か 一 方 が 押 下 さ れ る と 、 角 度 信 号 処 理 回 路 ２ ４
か ら 出 力 さ れ た 角 度 信 号 に 基 づ き 、 現 在 の 回 転 位 置 か ら 直 近 の 基 本 断 面 位 置 ま で 走 査 領 域
Ｓ が 回 転 す る よ う に 、 モ ー タ 制 御 回 路 ２ ３ に よ り 回 転 駆 動 モ ー タ ２ ２ が 制 御 さ れ る 。 例 え
ば 超 音 波 振 動 子 部 １ １ の 走 査 領 域 Ｓ の 現 在 の 回 転 位 置 が ４ ５ ゜ の 角 度 上 に あ る と き 、 Ｓ Ｗ
３ が 押 下 さ れ る と 、 直 近 の 基 本 断 面 位 置 、 す な わ ち こ の 場 合 は ９ ０ ゜ の 位 置 ま で 走 査 領 域
Ｓ は 回 転 駆 動 さ れ る 。 同 様 に 、 Ｓ Ｗ ４ が 押 下 さ れ る と 、 直 近 の 基 本 断 面 位 置 、 す な わ ち こ
の 場 合 は ０ ゜ の 位 置 ま で 走 査 領 域 Ｓ は 回 転 駆 動 さ れ る 。 こ の よ う に 走 査 領 域 Ｓ が 基 本 断 面
の 位 置 ま で 自 動 的 に 回 転 制 御 さ れ る こ と を 、 本 実 施 形 態 で は ス テ ッ プ 正 転 ま た は ス テ ッ プ
逆 転 と 称 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ ～ Ｓ Ｗ ４ を 押 下 し た 場 合 の 動 作 を ま と め る と 次 の よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ １ ） 超 音 波 振 動 子 正 転 用 ス イ ッ チ （ Ｓ Ｗ １ ） ： こ の ス イ ッ チ を 指 で 押 す と 、 超 音 波 振 動
子 部 １ １ の 走 査 領 域 Ｓ が 正 方 向 （ す な わ ち 図 ３ の 反 時 計 回 り 方 向 ） に 回 転 す る 。 こ の ス イ
ッ チ を 押 し 続 け て い る 間 は 正 転 動 作 が 継 続 さ れ 、 ス イ ッ チ か ら 指 を 離 す こ と に よ り 正 転 動
作 は 停 止 す る （ 継 続 的 な 正 転 ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ ２ ） 超 音 波 振 動 子 逆 転 用 ス イ ッ チ （ Ｓ Ｗ ２ ） ： こ の ス イ ッ チ を 指 で 押 す と 、 超 音 波 振 動
子 部 １ １ の 走 査 領 域 Ｓ が 逆 方 向 （ す な わ ち 図 ３ の 時 計 回 り 方 向 ） に 回 転 す る 。 こ の ス イ ッ
チ を 押 し 続 け て い る 間 は 逆 転 動 作 が 継 続 さ れ 、 ス イ ッ チ か ら 指 を 離 す こ と に よ り 逆 転 動 作
は 停 止 す る （ 継 続 的 な 逆 転 ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ ３ ） ４ ５ ° ス テ ッ プ 正 転 ス イ ッ チ （ Ｓ Ｗ ３ ） ： こ の ス イ ッ チ を 指 で 押 す と 、 超 音 波 振 動
子 部 １ １ の 走 査 領 域 Ｓ が 正 方 向 に 回 転 を 開 始 し 、 前 記 基 本 断 面 ０ ° ， ４ ５ ° ， ９ ０ ° ， １
３ ５ ° ， １ ８ ０ ° の 中 で 最 も 近 い 角 度 位 置 で 自 動 的 に 止 ま る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 例 え ば 走 査 領 域 Ｓ が 初 期 状 態 ０ ° の 位 置 に あ る 場 合 、 こ れ を １ 度 押 す ご と に 、 ０ ° → ４
５ ° → ９ ０ ° → １ ３ ５ ° → １ ８ ０ ° と い っ た 動 作 を す る 。 ま た 、 走 査 領 域 Ｓ が 初 期 状 態 ３
０ ° の 位 置 に あ る 場 合 、 こ れ を １ 度 押 す ご と に 、 ３ ０ ° → ４ ５ ° → ９ ０ ° → １ ３ ５ ° → １
８ ０ ° と い っ た 動 作 を す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
（ ４ ） ４ ５ ° ス テ ッ プ 逆 転 ス イ ッ チ （ Ｓ Ｗ ４ ） ： こ の ス イ ッ チ を 指 で 押 す と 、 超 音 波 振 動
子 部 １ １ の 走 査 領 域 Ｓ が 逆 方 向 に 回 転 を 開 始 し 、 前 記 基 本 断 面 ０ ° ， ４ ５ ° ， ９ ０ ° ， １
３ ５ ° ， １ ８ ０ ° の 中 で 最 も 近 い 角 度 位 置 で 自 動 的 に 止 ま る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 例 え ば 、 超 音 波 振 動 子 部 １ １ の 走 査 領 域 Ｓ が 初 期 状 態 １ ８ ０ ° の 位 置 に あ る 場 合 、 こ れ
を １ 度 押 す ご と に 、 １ ８ ０ ° → １ ３ ５ ° → ９ ０ ° → ４ ５ ° → ０ ° と い っ た 動 作 を す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 走 査 領 域 Ｓ が 初 期 状 態 １ ７ ０ ° の 位 置 に あ る 場 合 、 こ れ を １ 度 押 す ご と に 、 １ ７
０ ° → １ ３ ５ ° → ９ ０ ° → ４ ５ ° → ０ ° と い っ た 動 作 を す る 。 以 上 説 明 し た よ う に 第 １ 実
施 形 態 に よ れ ば 、 任 意 の 断 層 面 か ら 基 本 断 層 面 ０ ° ， ４ ５ ° ， ９ ０ ° ， １ ３ ５ ° ， １ ８ ０
° も し く は ０ ° ， ９ ０ ° ， １ ８ ０ ° に ス ム ー ズ か つ 敏 速 に 超 音 波 振 動 子 部 １ １ の 走 査 領 域
Ｓ を 回 転 可 能 と な る 。 こ の た め プ ロ ー ブ の 操 作 性 を 向 上 す る こ と が で き 、 診 断 時 間 を 短 縮
で き る 。 な お 、 上 記 ス テ ッ プ 角 度 と し て は 、 ４ ５ ゜ に 限 定 さ れ な い 、 例 え ば ９ ０ ゜ で あ っ
て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ こ で 、 第 １ 実 施 形 態 の 種 々 の 変 形 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 （ 変 形 例 １ ） 図 １ に 説 明 を 戻 す 。 変 形 例 １ は 、 先 端 部 ２ の モ ー タ ー 制 御 回 路 ２ ３ に 接 続
さ れ 所 定 の 時 間 間 隔 信 号 を 与 え る イ ン タ ー バ ル 回 路 （ 図 示 し な い ） を 具 備 し 、 こ の イ ン タ
ー バ ル 回 路 か ら 出 力 さ れ た 時 間 間 隔 信 号 に 応 じ て モ ー タ 制 御 回 路 ２ ３ が 回 転 駆 動 モ ー タ ２
２ の 回 転 ／ 停 止 を 制 御 す る 。 そ う す れ ば 、 上 記 し た よ う な 超 音 波 振 動 子 の 回 転 動 作 を 所 定
の 時 間 間 隔 で 自 動 的 に 繰 り 返 す こ と が で き 、 こ の よ う な 自 動 回 転 動 作 中 は 上 記 し た よ う な
操 作 ス イ ッ チ （ Ｓ Ｗ １ ～ Ｓ Ｗ ４ ） の 操 作 が 不 要 で あ り 、 操 作 者 へ の 負 担 が 軽 減 さ れ る 。 な
お 、 上 記 イ ン タ ー バ ル 回 路 は 先 端 部 ２ あ る い は 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ３ の い ず れ か に 配 置 さ
れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 （ 変 形 例 ２ ） 変 形 例 ２ は 、 心 電 計 な ど 超 音 波 診 断 装 置 以 外 の 外 部 機 器 か ら の 同 期 信 号 （
こ の 場 合 は Ｅ Ｃ Ｇ 信 号 ） に 同 期 し て 、 モ ー タ 制 御 回 路 ２ ３ が 回 転 駆 動 モ ー タ ２ ２ の 回 転 ／
停 止 を 制 御 す る 。 そ う す れ ば 、 上 記 し た よ う な 超 音 波 振 動 子 の 回 転 動 作 を 心 臓 の 動 態 あ る
い は そ の 他 の 要 因 を 考 慮 し て 自 動 的 に 行 な う こ と が で き る 。 し た が っ て 、 上 記 （ １ ） と 同
様 の 効 果 が 得 ら れ る 上 、 よ り 高 度 な 診 断 を 実 現 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 （ 変 形 例 ３ ） 変 形 例 ３ は 、 上 記 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ ～ Ｓ Ｗ ４ か ら 構 成 さ れ る 操 作 部 ２ １ と 同
一 の 操 作 部 を 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ３ に 設 け る も の で あ る 。 こ の 場 合 、 超 音 波 プ ロ ー ブ を 保
持 す る 操 作 者 以 外 の 者 が 超 音 波 振 動 子 の 回 転 を 制 御 可 能 と な り 、 多 様 な 診 断 形 態 を 実 現 可
能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 （ 第 ２ 実 施 形 態 ） 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 上 記 第 １ 実 施 形 態 に お い て
は 、 食 道 に 対 す る 心 臓 の 位 置 や 角 度 が 微 妙 に ず れ て い る 患 者 を 対 象 に す る 場 合 、 超 音 波 振
動 子 角 度 を ０ ° ， ４ ５ ° ， ９ ０ ° ， １ ３ ５ ° ， １ ８ ０ ° に 設 定 し て も 診 断 上 有 益 な 基 本 断
面 が 得 ら れ な い こ と が あ り 得 る 。 そ こ で 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 診 断 上 有 益 な 基 本 断 面
（ 実 際 に は 、 振 動 子 角 度 ０ ° ， ４ ５ ° ， ９ ０ ° ， １ ３ ５ ° ， １ ８ ０ ° の 断 層 面 か ら 微 妙 に
ず れ た 断 層 面 ） の １ つ を 見 つ け 、 こ の 断 層 面 を 基 準 に し て 、 そ こ か ら ４ ５ ° も し く は ９ ０
° 正 転 も し く は 逆 転 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 他 の 基 本 断 面 へ 敏 速 に 移 動 さ せ る も の で あ る
。 本 実 施 形 態 の 概 略 構 成 に つ い て は 第 １ 実 施 形 態 に お い て 図 １ を 用 い て 説 明 し た も の と 同
様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 す な わ ち 本 実 施 形 態 に お い て は 、 超 音 波 振 動 子 部 １ １ の 走 査 領 域 Ｓ の 開 始 位 置 が 操 作 者
に よ り 任 意 の 位 置 に 設 定 さ れ 、 こ こ で 設 定 さ れ た 開 始 位 置 を 起 点 と し て 走 査 領 域 Ｓ が 定 角
度 （ 例 え ば ４ ５ ゜ ） だ け 回 転 す る よ う に 走 査 領 域 Ｓ の 回 転 が モ ー タ 制 御 回 路 ２ ３ に よ り 制
御 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ ～ Ｓ Ｗ ４ を 押 下 し た 場 合 の 動 作 を ま と め る と 次 の よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
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　 （ １ ） 超 音 波 振 動 子 正 転 用 ス イ ッ チ （ Ｓ Ｗ １ ） ： こ の ス イ ッ チ を 指 で 押 す と 、 超 音 波 振
動 子 部 １ １ の 走 査 領 域 Ｓ が 正 方 向 （ す な わ ち 図 ３ の 反 時 計 回 り 方 向 ） に 回 転 す る 。 こ の ス
イ ッ チ を 押 し 続 け て い る 間 は 正 転 動 作 が 継 続 さ れ 、 ス イ ッ チ か ら 指 を 離 す こ と に よ り 正 転
動 作 は 停 止 す る （ 継 続 的 な 正 転 ） 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 （ ２ ） 超 音 波 振 動 子 逆 転 用 ス イ ッ チ （ Ｓ Ｗ ２ ） ： こ の ス イ ッ チ を 指 で 押 す と 、 超 音 波 振
動 子 部 １ １ の 走 査 領 域 Ｓ が 逆 方 向 （ す な わ ち 図 ３ の 時 計 回 り 方 向 ） に 回 転 す る 。 こ の ス イ
ッ チ を 押 し 続 け て い る 間 は 逆 転 動 作 が 継 続 さ れ 、 ス イ ッ チ か ら 指 を 離 す こ と に よ り 逆 転 動
作 は 停 止 す る （ 継 続 的 な 逆 転 ） 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 操 作 者 は 、 上 記 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ お よ び Ｓ Ｗ ２ を 適 宜 操 作 す る こ と に よ り 走 査 領 域 Ｓ の 開
始 位 置 を 設 定 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 （ ３ ） ４ ５ ° 定 角 度 正 転 ス イ ッ チ （ Ｓ Ｗ ３ ） ： こ の ス イ ッ チ を 指 で 押 す と 、 超 音 波 振 動
子 部 １ １ の 走 査 領 域 Ｓ が ４ ５ ° の 定 角 度 だ け 正 方 向 に 回 転 し て 停 止 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 例 え ば 、 超 音 波 振 動 子 部 １ １ の 走 査 領 域 Ｓ が 初 期 状 態 ３ ０ ° の 位 置 に あ る 場 合 、 こ の ス
イ ッ チ を 押 す ご と に 、 ３ ０ ° → ７ ５ ° → １ ２ ０ ° → １ ６ ５ ° → １ ８ ０ ° と い っ た 動 作 を す
る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 （ ４ ） ４ ５ ° 定 角 度 逆 転 ス イ ッ チ （ Ｓ Ｗ ４ ） ： こ の ス イ ッ チ を 指 で 押 す と 、 超 音 波 振 動
子 部 １ １ の 走 査 領 域 Ｓ が ４ ５ ° の 定 角 度 だ け 逆 方 向 に 回 転 し て 停 止 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 例 え ば 、 超 音 波 振 動 子 部 １ １ の 走 査 領 域 Ｓ が 初 期 状 態 １ ７ ０ ° の 位 置 に あ る 場 合 、 こ の
ス イ ッ チ を 押 す ご と に 、 １ ７ ０ ° → １ ２ ５ ° → ８ ０ ° → ３ ５ ° → ° と い っ た 動 作 を す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 第 ２ 実 施 形 態 に よ れ ば 、 食 道 に 対 す る 心 臓 の 位 置 や 角 度 が 微 妙 に ず
れ て い る 患 者 を 対 象 に す る 場 合 で あ っ て も 、 診 断 上 有 益 な 基 本 断 面 （ 実 際 に は 、 振 動 子 角
度 ０ ° ， ４ ５ ° ， ９ ０ ° ， １ ３ ５ ° ， １ ８ ０ ° の 断 層 面 か ら 微 妙 に ず れ た 断 層 面 ） に 関 す
る 超 音 波 断 層 像 を 容 易 に 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 （ 第 ３ 実 施 形 態 ） 次 に 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 上 記 第 １ 、 第 ２ 実 施 形 態 に
お い て は 、 超 音 波 振 動 子 部 １ １ が 回 転 駆 動 モ ー タ ２ ２ に よ り 電 動 で 回 転 駆 動 さ れ る も の と
し て 説 明 し た が 、 第 ３ 実 施 形 態 に お い て は 、 超 音 波 振 動 子 部 １ １ は 手 動 に よ り 回 転 駆 動 さ
れ る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ５ は 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ が 取 り 付 け ら れ た 超 音 波 診 断 シ ス テ
ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 、 図 ６ は 本 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 外 観 お よ び 一 部 断 面 内
部 を 示 す 図 、 図 ７ は 本 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 先 端 部 の 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 本
実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 第 １ お よ び 第 ２ 実 施 形 態 と 同 様 に マ ル チ プ レ ー ン 経 食 道 超
音 波 プ ロ ー ブ を 構 成 す る も の で あ っ て 、 先 端 部 ５ ０ と 基 端 部 ６ ０ と が 導 中 部 （ 不 図 示 ） を
介 し て 接 続 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 先 端 部 ５ ０ は 、 第 １ お よ び 第 ２ 実 施 形 態 と 同 様 の 超 音 波 振 動 子 部 １ １ と 、 こ の 超 音 波 振
動 子 部 １ １ が 取 り 付 け ら れ 、 所 定 の 位 置 に 複 数 の 凹 部 を 有 す る 超 音 波 振 動 子 ケ ー ス ５ １ と
、 こ の 超 音 波 振 動 子 ケ ー ス ５ １ の 凹 部 に 嵌 合 し 、 弾 性 を 呈 す る 凸 部 を 有 す る 板 バ ネ ５ ２ と
を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 基 端 部 ５ ０ は 、 回 転 操 作 ツ マ ミ ６ １ と 、 こ の 回 転 操 作 ツ マ ミ ６ １ と 共 に 回 転 す る プ ー リ
ー ６ ２ と を 有 し て い る 。 こ の プ ー リ ー ６ ２ に は ワ イ ヤ ７ １ が 掛 け 渡 さ れ て お り 、 こ の ワ イ

10

20

30

40

50

(8) JP 2006-312103 A 2006.11.16



ヤ ７ １ は 上 記 導 中 部 内 に 配 設 さ れ 、 先 端 部 ５ ０ の 超 音 波 振 動 子 ケ ー ス ５ １ に 掛 け 渡 さ れ て
い る 。 す な わ ち 、 操 作 者 が 手 動 で 回 転 操 作 ツ マ ミ ６ １ を 回 転 さ せ る と 、 こ の 回 転 力 が プ ー
リ ー ６ ２ お よ び ワ イ ヤ ７ １ （ ト ル ク シ ャ フ ト で も 良 い ） を 介 し て 超 音 波 振 動 子 ケ ー ス ５ １
に 伝 達 さ れ 、 こ の ケ ー ス ５ １ は 回 転 駆 動 さ れ る 。 し た が っ て 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 ス
ム ー ス か つ 迅 速 に 超 音 波 振 動 子 部 １ １ の 走 査 領 域 Ｓ を 回 転 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 上 記 超 音 波 振 動 子 ケ ー ス ５ １ の 凹 部 は 、 上 述 し た 複 数 の 基 本 断 面 の 位 置 （ ０ ゜ ， ４ ５ ゜
， ９ ０ ゜ ， １ ３ ５ ゜ ， １ ８ ０ ゜ ） に 応 じ て 複 数 、 設 け ら れ て い る 。 し た が っ て 、 超 音 波 振
動 子 １ １ の 走 査 領 域 Ｓ が 基 本 断 面 位 置 に 回 転 移 動 す る 毎 に 板 バ ネ ５ ２ の 凸 部 が 超 音 波 振 動
子 ケ ー ス ５ １ の 凹 部 に 嵌 合 し 、 基 本 断 面 位 置 へ の 移 動 が 操 作 者 に ク リ ッ ク 感 で 伝 え ら れ る
。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 し た が っ て 、 第 ３ 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ 及 び 第 ２ 実 施 形 態 と 同 様 に 超 音 波 振 動 子 部 の
適 切 な 回 転 制 御 に よ り 操 作 性 を 向 上 す る こ と が で き 、 診 断 時 間 を 短 縮 で き る 。 さ ら に 、 電
気 的 な 回 転 機 構 を 有 し て い な い た め 構 成 が 簡 単 に な る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 種 々 変 形 し て 実 施 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 第
１ 実 施 形 態 と 第 ２ 実 施 形 態 と を 組 み 合 わ せ て 構 成 し て も 良 い 。 こ の 場 合 、 構 成 が 複 雑 と な
る が 、 よ り 高 度 な 超 音 波 振 動 子 の 回 転 制 御 が 実 現 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ が 取 り 付 け ら れ た 超 音 波 診 断 シ ス テ
ム の 概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ２ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 外 観 お よ び 一 部 断 面 内 部 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 走 査 面 の 回 転 角 度 を 示 す 模 式 図 。
【 図 ４ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 超 音 波 断 層 面 と 心 臓 と の 位 置 関 係 を 示 す 模
式 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ が 取 り 付 け ら れ た 超 音 波 シ ス テ ム の
概 略 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ６ 】 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 外 観 お よ び 一 部 断 面 内 部 を 示 す 図 。
【 図 ７ 】 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 先 端 部 の 構 造 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ８ 】 従 来 例 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 外 観 図 。
【 図 ９ 】 従 来 例 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 先 端 部 の 外 観 図 。
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【 図 ６ 】
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横截面位置，即在这种情况下为90°。并且是旋转驱动的。 点域1
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